
はじめに 
 

平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」は、我が国の過去数百年の地震の発

生履歴からは想定することができなかったマグニチュード９．０を記録するとともに、従

前の想定をはるかに超える巨大な津波が広範囲に押し寄せたために、被災地においては、

本来の病院機能が破綻する病院もあった。 

また、被災地外から多数のＤＭＡＴ・医療救護班が参集することとなったが、受入体制

が十分でなかったため、参集したＤＭＡＴ・医療救護班を活用しきれなかったという課題

が残った。 

そのため、平成２４年３月に国の通知「災害時における医療体制の充実強化について」

が発出され、それを受けて、県においては、平成２４年５月に石川県地域防災計画の見直

しを行ったところである。 

本ガイドラインは、県内の各病院が、災害時にできる限り病院機能を維持し、石川県地

域防災計画に沿って医療救護活動において求められる役割を果たすとともに、そのために

平時において備える事前対策等をまとめたマニュアルを作成する際の指針となるものであ

る。 

第１章では、本ガイドラインを参考に、各病院において災害対応マニュアルを作成する

際の留意事項について記載している。 

第２章では、災害発生に備えた事前対策として、ライフラインの確保のためのインフラ

整備や通信設備の整備、水・食糧等の備蓄の方策や医薬品の確保等について記載している。

各病院においては、石川県地域防災計画上の位置付け（災害拠点病院、救急告示病院等）、

規模、所有する設備等に応じ、本章の内容を参考に自らのマニュアルをチェックし、災害

対応力の強化に努めていただきたい。 

第３章では、災害発生時の対応として、指揮命令系統の構築、役割分担や部門ごとの災

害対応活動について記載している。本ガイドラインでは、災害発生時における初期の段階

（おおむね１２時間程度）に必要とされる普遍的な「役割」を選定し、その「役割」名で

災害用の指揮命令系統を構築している。従って、各病院では、地域防災計画上の位置付け

に応じ、必要な役割及び活動を抽出した上で、おおむね本章の内容に沿って、各病院のマ

ニュアルを定めることが望まれる。 

 



言うまでもなく、第２章に記載する事前の対策と第３章に記載する災害発生時の対応は、

車の両輪であり、両者が相まって、災害時における医療体制が万全となることに留意され

たい。 

 

 平成２４年１１月 

石川県健康福祉部 

 

 

 

※ 本ガイドラインの中で、グレーで表記してある部分は、それぞれの病院で変更が必要な 

部分や、その際の注意点である。各病院の実情を考え、適宜変更を加えて使用していただ 

きたい。 
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